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一一研究交流， 情報交換が図られる一一
本学地域 共同研究セ ン ター， 富 山 県 ， 富 山技術開発

財団， 北 日本新聞社が主催し て ， 県内の 経済界や技術

者， 公 的試験研究機関の研究者を一堂 に集め， 技術開

発 の 方向を探る「産学官交 流 TOYAMAテ ク ノ フォ ー

ラ ム’ 90」が去る 7 月 1 3 日 （ 金 ） ・14 日 （ 土） の両 日 ， 立 山

国 際 ホ テ ル で開催さ れ ま し た 。

こ のフ ォ ーラム は ， 産， 学， 官の研究者 が交 流する

こ と で地域産業を振興する独創 的 な技術開 発や 共 同 研

究の契機にし よ う と い う 目 的 で開催 さ れ て お り ， l泊
2 日 の 合宿方 式 で産 業界， 大学， 官 庁関係 か ら 合わせ
て 320名の 出席者があ り ま し た 。

今回 で 2回固めフォー ラ ム は ， 富 山 県 立大学の開学を

記念した も の で， 国内外か らトップク ラ ス の研究者を

招 いて5 つ の 分科会に分かれ， 各 分野ご と に技術開発

の 最先端 の 状況 の 紹介が行われ ま した 。

開会に引 き 続 き ， 前東北大学教授 で県 立大学客員 教

授の 西津1閏一半導体研究振興 会半導体研究所長が 「研

究 と 実学」 と 題 し て 記念講演 さ れ， 「 日本の大学がこれ

ま で成果を 挙げて き た基礎研究は多 い が， 実用化に結び

つい た 例は少な い 。 大学サ イ ドの 人材育成， 独創性を

生 かし た 研究の推進 と と も に ， 独 自 の 成果を 育 て 上げ

る産 業界， 官庁の土壌作り こ そ 急務だυなど と 述べ ら

れ まし た 。

そ の 後， メ カ トロニク ス ， 新素材， エレクトロニク ス ，

バイ オ テクノロジ ー 及 び 人工知能・情報処理の 5 つの

各分科 会 に 分 か れ， 各 テーマ の 第一線 で 活躍する研究

者が講演し， 参加 者 と の討 論 も 行われ， 参加 者 はメモ

を 取るなどして熱心 に 聴 き 入 り ま し た 。

初 日 の分科会終 了 後 に ノマーテ ィ ー が聞 か れ， 宮下 地

域共同 研究セ ン タ ー長 の挨拶に引 き 続 き ， 大井学長の

乾杯に よ り パ ー テ ィ ー が始 ま り ， 参加 者 は 夜遅く ま で

懇親を深め ら れ まし た 。

2 日 目 は ， 初 日 に引 き 続 い て 5 つの 分科会が聞か れ

た 後， 今後 の先端技術開 発 の 方向性や産業， 大学， 行

政の協調の あ り 方 について パ ネ ル デ ィ ス カッ シ ョ ン が

行われ， 分科会報告が ま と め ら れ ました。 最後に， 蔵堀

富 山技術開発財団常務 理事が 「今回 のフォー ラ ム が

産学官の技術交流促進 の契機に なるこ と を 確信する。」

と 述べ ら れ， 盛会のう ち に 閉 会 と な り ま し た 。
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... 記念講演する西還潤一半導体

研究振興会半導体研究所長

分科会講師と演題一覧

メ カ トロニク ス 分科会
「知能化 と ファジ イ 市lj後II」

法政大学工学部助教授 成田 薫 氏
他3名

2. 新素材分科会
「新素材適 用 に よる自 動車の新しい魅 力 の創造」

日 産 自 動車材料研究所長 山本 維行 氏
他 3名

3. エ レク トロニク ス 分科会

「有機エレクトロニク ス材料の将来」

日 立製作所基礎研究所主任研究員

4. バイ オ テクノロジ一分科 会

谷口 彬雄 氏

他 2名

「モノクローナ ル抗体を 用 い た 診断薬開 発 J
富 山 大学地域共同研究セ ン タ ー 客員教授
（ 富 士薬 品 工 業研究所生物工学研究室主席）

岩田 和士 氏
他3名

5 .  人工知能 ・情報処理分科会
「作 曲 と コ ン ビュ ー タ に つ い て 」

作曲家 古山 俊一 氏
他 4 名
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｜｜ 平成2年度 ハ
』ー日本学術会議第3部夏季部会記念講演会ょこ三J

一一本学と共催して富山県民会館で開催一一

日 本学術会議第 3 部 （ 経済・ 経営・商学 ） では， 例

年 地方 に お い て 夏季部会 を開催 さ れて お り ， 本年は去

る 7 月 23 日 （ 月 ） に 黒部市の吉田工業 側 で開催きれまし

た 。 地方 での部会開催は， 地 元 の 大学研究者や経済界

と の 交 流が 目 的 と さ れて お り ， 同日引 き 続 き ， 午後 2

時 か ら 富 山 県民会館特別 室 に お い て ， 日 本学術会議第
3 部 ・ 富 山 大学 主催， 富 山 県 ， 富 山市， 富 山市教育委

員会後援 で記念講演会が開催 さ れました 。 講演会の概

況 は ， 次の よ う でし た 。

約140名 の 参加 者を前に， 吉原経済学部長司会 の も

と ， まず， 大井学 長 の開会挨拶があり， 次い で「国際

化時代の経済 と 経営」 を 共通 テ ーマ と して 以下の 3 報

告ーがあ り まし た 。

1 .  特別講演 「国 際化時代の 経営戦略」

日 本学術会議会員 ・ 追手門 学院大学教授

後藤 幸男 先生
2. 特別講演 「新世界 シ ス テ ム と 太平洋経済圏」

日 本学術会議会員 ・ 国際基皆教大学大学院教授

小島 清 先生

3. 研究報告 「企 業の雇用戦略 と 大学生の選職行動」

富 山 大学 経済学部助教授

i峯野 雅彦 先生

後藤先生は， E C市場統合 の影響 と 日 本企 業の と る

べ き 海外経営戦略について 分 り や すく述べ ら れ， 企 業

の 「得 手」 を 核 に すべ き だ と 訴 え られまし た 。 小島先

生は戦後の水平分 業 を 解 明 す る た め の「合意的 国際分

業論」の提唱者 と して太平洋経済圏の形成の動 き を 支

援 す る 講演 を さ れました。 ま た ， 地元の研究者 を 代表

して津野先生が組織論 を 踏ま え た 調査研究結果 を 披露

さ れました 。 すなわ ち ， 環境変化の 激しい最近の企業

がマルチ ・ イ ン テ リ ジ ェ ン ス を も った人材 を 求め る 一

方， 地方学生の選職行動 に は重厚長大→軽薄短小， ま

た ， 地 元志向 と い う 変化が認め ら れ， 両 者 の 求め る 所

を 適合 さ せ る には新しい人事政策 と その評価が要求 さ

れ る こ と を 示唆 さ れました 。

企 講演に聴き入る産官学界からの参加者

午後 5 時過ぎ 3 報告終了後， 質疑応答があ り ， 最後
に島袋 第 3 部長が 日 本学術会議 の 役割について 説明さ

れ， 参加 者 の学術会議について の理解が深め られました 。

来富 の学術会議会 員 が揃われ た と こ ろ で、 午後 6 時

よ り キ ャッ ス ル に お い て 約 1 00名が 参加して懇親会が

も た れまし た 。 学術会議側か ら は大石 第 3 部副部長 が

挨拶 に 立 た れ， 富 山 の自然や， そ こ に 立地す る 力強く

発 展 す る 企 業 について賛辞 を 賜 り ました 。 師弟の i盤遁

あ り ， 初め て の出会いあ り ， 和や か に産官学交 流が進

め ら れました 。 こ のよ う な機会が今後 の 実 り につなが

る よ う 期待が持た れます。

当 日来富さ れ た 学術会議第 3 部の先生方は次の と お り 。

カ ッ コ 内は現所属 を 示し， ＊印は部会出席のみ の 方 で

す 。

部長 島袋嘉昌 （ 東 洋大学）， 副部長 大石嘉一郎

（ 明治学院大学 ） ， 幹事 則武保夫 （ 立正大学 ） ，

宇野政雄 （早稲 田 大学 ） ， 大川政三 （ 東 京 国 際大学 ） ，

尾 関 守 （早稲 田 大学 ） ， 黒川俊雄（桜美林大学 ） ，

小島 清（国際基督 教大学 ） ， 小林袈裟治（龍谷大学），

五井一雄 （中央大学 ） ， 後藤幸男 （ 追手門学院大学 ） ，

染谷恭次郎（早稲 田 大学）， 高橋吉之助（武蔵工業大学），

中島省吾（ フ ェ リ ス 女学院 ） ， 藤井 降（名古屋大学） ，

増谷裕久 （甲子園大学 ） ， 宮崎義一 （ 明治学院大学），

本安川悦子（名古屋市 立女子短期大学 ） ，

- 5 -
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な お ， 大石 ， 大川， 五井， 後藤， 染谷各氏には 夫人が

同伴されました。

企 来富された日本学術会議第3部の先生方

... 本学附属図書館前で記念撮影する韓国学生

代表団の一行

6 -

一昨年 （マレ ーシア学生代表団 ） ， 昨年 （ イ ン ドネシ

ア学生 代表団） に引 き 続 き ， 財団法 人世界青少年交流

協 会め「2 1世紀の た め の友情計画」に茶づく， 1/.l'i'.国学

生代表団3 1名 が 7 月 9 日 か ら 8 月 8 日 までの 日 本j帯ぞ！

の 一環 と して， 去 る 7 月2 6 日（木 ） 来学しました 。

始めに， 情報処理セ ン タ一会議室にお いて， i�gl宰学生

部長が挨拶さ れ ， 人文学部に緋国 か ら 留学して い る
J、ク ウノ シ3ノ
朴 f艮 良さん を 紹介され ました 。 その後， 山 淵龍夫

工学部教授による 情報処理セ ン タ ー の概要説明 並びに

パソ コ ン 操作の実演 などが あ り ， 韓国学生代表団の 一

行は終始熱心に耳を傾けて いま し た 。

次に ， 附属図書館の見学に 移 り ， 斉藤専門員 か ら 施

設 ・ 設備 等 の 説 明 が あ り ， 最後に ， 図書館正面玄関に

お いて全員で記念撮影 を し， 和やか な 零囲気のうちに

本学 を 後 に し ました 。
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平 成 2 年度富 山 県内 国 立 学 校 等事務職員 （初任者）
研修が， 去 る 8 月 6 日（ 月 ） か ら 8 月 9 日（木） までの 4

日間富 山 県内文部省 6 機関 の 共催に よ り 富 山 大学事務

局大会議室に お い て 実施 さ れました 。

本研修は， 富山 県内文部省機関 に 勤務 す る 職員 の う

ち ， 新 た に 採用 等 と な った 者 に 対 して， 国 民全体の奉

仕者 と しての国家公務員の使命 と 心構 え を 自 覚さ せ る

と と も に ， 職員 と して これ か ら の 文部行政に 共通して

必要 な職務遂行上の基礎的な 知識， 技能， 態 度 を 養成

し， 併せて， 文部省関係機関職員 と しての 一体感 を 培

うこ と を 目的 と した も ので， 研修日程及び受講者は，

次の と お り です。

0研修日程
9:00 10:00 11:00 12:00 

8 開講式 講 話 行政組織と国立 公務員制 度 �［. 
� オリエン 学校等の現j兄 念7ーンヨ 富山大学
臼 ン及び自 事務局長 富山大学庶務部長 富山大学人事課長

撮
(lj} 己紹介 勝山 進 小幡忠夫 井口善之 影

月8 文 書実務 給与，災害補償， 国立学校会計事務
退職手当

7 富山医科薬科大学 富山商船高等専門学 富山大学

（刈日 庶務課文書係長 校庶務課人事係長 経理課課長補佐
目谷耕一 大崎秀雄 刈賀春樹

月8 事 務電算化 議 i寅

8 富山大学経理課
日 情報処理係長 富山大学保健管理センタ一助教授

（水） 林 征紀 高尾テル／

月8 
共済組合制度 戦場における応接I

知期給付長期給付9 富山大字 富山大字日 桂理草枯与師長 人事謹話与主旺 富山大学人事課給与係長（本） 松本進朝野 真 村中一男

0受講者

（富山大学）

報 第319号

13:00 

一一 富山大学において実施一一

企 保健管理センター高尾助教授の

14:00 

「今を大切に／」の講演に真剣に
聴き入る研修生

1s:oo 16:00 

服務・勤務時間 事 w� 研 究

富山医科薬科大学
庶務課職員係長 富山大学人事課課長補佐長i幸義男

西野徳行 富山大学人事課任用係長雁回 彰
県内文部省機関の概要説明及び見学

富山工業高等専門学校 富山 大 学 レクリエーンヨン

県内文部省機関の概要説明及び見学

富山医科薬科大学 富山商船高等専門学校 高岡短期大学

11:00 

職場における応接II 職場における応接Ill 増 え る留学生 アンケート 閉講式
（事例研究） 質疑応答

富山大学 富山大学 富山大学 官山大学
人事課給与係長 人事課給与係長 学生課課長補佐 人事轟駈員時長
村中一男 村中一男 中川 巌 斉藤純一

人文学部・理学部 丈部事務 官 山 田 i羊

王 五十 5果 文部事務官 Jll 上 真由美 教 育 止－当a， 部 文部事務官 町’ 回 女子 人

施 設 課 文 部 技官 槽 井 幸 子 教 育 寸＂°＇一， 音E 文 部 技官 片 山 好 孝

- 7 一
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教 育 学 口て�I) 文部事務官 中 波 憲 子

工， 学 文部事務官 上 田 美 好

工 学 音15 文 部技 官 中前 田 哲 郎

附 属 図 書 館 文部事務 官 神 名 智 子

附 属 図 書 館 文部事務 官 山 田 浩 司

附 属 図 書 館 文部事務 官 寺 田 明 弘

附 属 図 書 館 文部事務 官 寺 尾 清 志

（富山医科薬科大学）

医 事 課 文部事務官 徳 成 彰 彦

医 事 課 文部事務官 岩 崎 紀美枝 企 富山大学事務局玄関前で記念撮影

医 事 課 文部事務官 野 口 正 明

医 事 課 文部事務 官 深 松 順

看 護 音E 文部事務官 長 多 玄 子

（富山商船高等専門学校）

庶 務 課 文 部 技 官 飯 田 忠 夫

以上 1 8名

人 事 異 動

異動 区分 発 令 年 月 日 氏 名 異 動前 の 所属 官 職 異 動 内 容

採 用 2 . 7 . 2 亀谷 順子 事務 補佐 員 （ 人文学部 ・ 理学部 ）

II 林 敏和 II （ 附属 図 書館 ）

2 . 7 . 1 6  浦 山 キ ク イ 臨 時 用 務員 （ 教育学部作業員 ）

2 . 8 . 1 阿部 馨 講 師 （ 工学部 ）

昇 任 2 . 8 . 1 宮本 真敏 助 手 （ 京都大学工学部 ） 講 師 （工学部 ）

転 任 2 . 8 . 1 滝川 敏明 総理府事務官（公正取引委員会事務局官房付） 教 技 （経済学部 ）

II 西村 龍夫 助教授 （工学部） 助教授 （ 山 口 大学工学 部 ）

積 職 2 . 7 . 3 1  土屋 仁美 事務補佐 員 （附属 図 書館 ） 辞職 を象認す る

退 職 2 . 7 . 22 伊藤 克江 事務 補佐員 （附属図 書 館 ） 平 成 2 年 7 月 21 日限 り 退職 し た

11 太田 茂徳 II II I/ 

II 中本 敏和 II II 11 

2 . 8 . 1 大l鳴 主悦 技術補佐 員 （経理部主計課） 平 成 2 年 7 月 31 日 限 り 退職 し た

II ｜久保 哲 !I II II 

II 浅野 一夫 11 I! II 

II I i章田 明彦 II II 11 

- 8 一
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事

L_激動の世界一ソ連・東欧を中心に一一」
平成2年度 富山大学公開講座

ソ連 のペ レ スト ロ イ カ に端 を 発 し た昨年 のソ連・ 東欧 の 激動 は ， いま， 世界の 動 き に重 大な影響 を 与 え て い る 。

本講座 は ， ソ連 ・ 東欧 に お け る 改革 と そ の意味 を ， 歴史， 政治， 経済， 文化等 さ まざまな 側面か ら 捉え よ う と す る

も の であ る 。

激動の世界一ソ連・ 東欧 を 中 心に一

平 成 2 年 9 月 22日仕ト 1 1 月 24日日：）

（講 座 の 名 称 ）

（開 設 期 間 ）

（開 設日数 ・ 時 間 帯 ）

（募 集 人 員 ）

（ 会 場 ）

（受 講 料 ）

（申 込 方 法 ）

9日 間 毎週土曜 日 （祝日 を 除く ） 午後 2 時 ～ 午後 4 時
75名

富山 大学黒 田 講堂

4,940円 （ 受講 料 の 分納 は で き ません。）

受講申込書に 記 入 の う え ， 受講料 を 添え て 直接 大学へ持参 さ れ る か， 現金書留で郵送 し

てくだ さ い。

（申 込 期 間 ）

（申 込み ・ 問 合 せ 先 ）

平 成 2 年 8 月 21 日 （刈 ～ 9 月 21日幽

事 930 富 山 市五福 3 1 90 番 地

富 山 大学庶務部庶務課ま で
宮 （0 764) 41 - 1 27 1  （ 内線 220 5, 220 6) 

（講 座 内 容 ）

回数 期 日 講 ！杢 題 目

1 9 月2 2日（士） ペ レ スト ロ イ カー そ の現状 と 歴史的意味一

2 9 月 29日仕） ソ連型社会主義 と 民主主義

3 10 月 6日（土） 「ソ連型， 経営管理方 式」の功罪

4 10 月 1 3日U:l 社会主義下の芸術の潮流

5 10月 20 日 （－t:) 生活の豊かさを考えるーチェルノブイリから見えてきたもの一

6 10 月27日日） ユダヤ文学： の故郷 と して の東欧

7 11月10日け一） 東欧問題 と 民主主義， 人権

8 1 1月 17 日 け） ソ連 ・ 東欧の変化 と アジア

9 1 1 月2 4日llう ノマネ ルテーイ ス カyション

講 師氏名 所属・ 職 名

藤 井 一 行 人文学 部 教授

大 薮 龍 介 教 養 部 教 授

森 岡 裕 経済学部助教授

遠 藤 幸 一 教育学部助教授

J炎 ）｜｜ 典 子 教育学部助教授

大工原 ちなみ 人文学部助教授

篠 原 巌 経済学部助教授

'SL Jll 健 /; 教養部助教技

講 師 全 員

L平成2年度国立大学・学部附属学校等教官海外教育事情視察派遣者の決定ゴ
所属 ・ 職 氏 名 派遣期間 主視察国

:-F 2 . 10. 25 ノ、 ン カリー
附属中学校 i謬 i抑j ス ／＼ イ ノ
教 ー命 平2 1 1 .  2 8  アメリカ合衆国

- 9 一
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平 成 2年 度 公 開講座の トップを切って， 去 る 7 月 1 2
日（木）か ら 7 月 19 日（ 火 ）の 閉め5 日間本学テニスコ－
h 体育館で実施さ れ， 男子 9 名， 女 子1 2名， 計2 1名

が受講（募集人員 20名）しました 。
今回は ， テニスの 基本技術とタプルスゲーム の 習得 ました 。

企 夕やみ迫るコートで真剣にストローク練習する受講者

／全国官公斤野球富山県大会で本学職員野球部がベスト8入り／

去 る 6 月 1 3 日（水） か ら 同 17日（日） までの 5 日間 にわ
た り ， 県営富山球場 に お い て第41 回全国官公 庁野球富
山県大 会 が開催さ れ， 昨年 に引き続き 出場した本学職
員 野球部は ， 参加28チームの 中で8強入 り を果たしま

した。準々決勝では 惜しく も 2 対 0で敗 れ たとは い え
出 場わずか 2 年 目 にしての 快挙であ り ， 毎年東京ドー

高岡市役所・
優勝 高岡市水道局

(8／肋らの 全国）
大 会 に 出場

ハU句Eム
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（打順） （守備位置） （選手名）
1 センター 須田（庶務部）
2 セカンド 上木（教育学部）
3 ピッチャー 中コJ 11 （工学部）
4 レフト 絹石（教育学部）
5 キャッチャー 竹田（工学部）
6 サード 清水 （経理部）
7 ショー卜 奥野（人文・理学部）

8 ファー スト 田中（経済学部）
9 ライト 高尾（工学部）

小林（教養部）
津島（施設課） 企 奮戦する本学職員野球部チーム

新木（経済学部）
新井（人文・理学部）

平成2年
秋の全国交通安全運動

一一来る9月21日から10日間一一

〈期 間〉平成2年9月21日（金）～9月30日（日）
〈目 的〉

本運動は， 国民一人一人に交通安全知識を普及し， 交通安全
思想の高揚を図るとともに， 正しい交通ルールと交流マナーの
実践を習慣付けることにより， 交通事故防止の徹底を図ること
を目的とする。

（重点目標〉
o若年運転車による無謀運転の防止／
0シートベルト， ヘルメットの正しい着用の徹底／
0違法駐車の締出し／

－EE－
 
－EA
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j去 律
。臨時行政 改革推進審議 会設置法（75 ) 7. 3 

政 d』守唱

。計量単位令の 一部を 改正す る 政令 （208 ) 7 .1 0 

省 d合、守，

。 計量単位規制の 一部を改正する 省令（通産35) 7 . 1 1  

規 員。
。 人事院規則1 7- 0 （管理職員等の範囲 ）

の 一部を 改正す る 人事院規則（ 人事院17
- 0 -1 8 )  7.16 

諸 ASA
 

E義

平成2年度第3回学寮補導委員会（ 7 月 9 日 ）

（審議事項）

(1) 負担区分問題 につい て ・水道料 につい て
風呂用温水ボイ ラー燃料費 につい て(2) 

(3) その 他

平成2年度第1回黒田講堂運営委員会（ 7 月 12日 ）

（議 題）

(1) 委員長の 選任 につい て
(2) その 他

平成2年度第1回廃液処理施設運営委員会（ 7 月 13日 ）

（議 題）

(1) 平成 元年 度 運営費決算 につい て
(2 ) 施設長の 推薦 につい て

その他(3 ) 

平成2年度組替えD N A実験安全委員会（ 7 月 16 日 ）
（議 題）

(1) 委員長の 選出 につい て
組替えD N A実験計画 につい て(2) 

第78回構内交通対策委員会（ 7 月 16日 ）

（議 題）

(1) 新要項 実 施 に 向けての検討課題につい て

平成2年度第4回入学試験管理委員会 ・ 第4回入学者

選抜方法研究委員会の合同委員会（ 7 月 1 9 日）
（審議事項）

(1) 

(2) 

(3 ) 

平成 3年度入学 試験問題作成委員 につい て
平 成 3年度入学試験電子 計算機処理委員 について
平 成 3年度富山大学学生募集要項（案 ） につい て

平成2年度第5回評議会（ 7 月 20 日 ）

（審議事項）

(1) 富山大学地域共 同 研究センター先端技術研修規
則の 制 定 につい て

(2 ) 平 成 2年度学 内予算配分（案 ） につい て
(3) 平成3年度富山大学工学部編入学試験合格者の

判定につい て

平成2年度第2回 国際交流委員会（ 7 月 20日 ）

（審議事項）

( 1) 平 成 2年度富山大学国際交流事業基金 に よ る 第
3 検事業の 採択 につい て

平成2年度第1回水素同位体機能研究セ ン タ ー運営委

員会（ 7 月 24日 ）
（審議事項）

(1) 平成元年度運営費決算書：（案）について

平成2年度運営費予算書（案 ） について

セ ン タ一教員候補者の推薦について

(2 )  
(3) 
(4) その他

平成2年度第3回附属図書館商議会（ 7 月24日）

（審議事項）

(1) 平成2年度図書購入費の選定枠について

q，－
 



平成2年8月発行 品同号ー 報 第319号
唱団S掴咽30Cr®

海外渡航者
＠曜市＠岨由＂＂＇由＠

渡航の 種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間
フランス， セネガ 「

較

民

アフ
査

会

リカにお
く

け
に

地

係

る域都
わ
市形

り

化
成

の・ 2 . 7 . 22 
外 国 出張 人文 学部 教 授 赤坂 賢 比国 調社 形成

と

と
の におル， マリ いてIのため

2. 10. 2 
第 4 回疲労国際会議 に 出席及 2 7 . 15 

工 学 部 fl 塩j畢 和章 ア メリカ合 衆国 び研究資料の 収集 2 7 . 23 
fl Eカ 手 西野 精一 fl fl II 

オ邦ラン和ダ，国
タ

ドイツ ヨー ロッパ に お ける直題 目昆 2 . 7 16 
fl 教 授 八木 寛 連 共 ， フラ

ンス， イ リア 虫の 生態観察及 び情報収集 2. 8 2 
カナダ， アメリカ 第13 回液晶国際会議 に 出席及 2 7 21 

II fl 女 川 博義 合衆国 び討論， 研究資料の 収集 2 . 7 31 
2 7 . 12 

海外研修旅行 人文学部 fl 藤本 幸夫 中華人 民 共和国 朝鮮族と朝鮮本 の 調査 2 . 8 27 
緑藻植物の 系統分類 に 関する 2 . 7 14 

教育学部 fl j度遁 ア メ リカ 合 衆国 研究 2 . 10. 12 
西運外アルプスの造山過程・造

野
山 2 . 7 . 15 

fl 助教授 桐座圭太郎 イ タ ア 動調査の研究及びそのための 2. 8 20 
イ タリア， オ ー ス ノマトヴ

査

ァのス

及

クロヴェニネLt平 2 . 7 . 16 
II 教 授 丹羽 i羊介 堂の調 研究

び中世イ壁タリアと

オーストリアの 固め研トリア 手E 2 . 9 12 
連合 王 国， フラン 景気循環の 基礎理論 に 関する 2 . 7 . 18 

経済 学部 助教授 新里 泰孝 ス 研究及 び資料収集 3 . 3 . 26 
国際資本 移動と労働移動に 関 2 . 7 21 

fl fl 芳賀 健一 ア メ リカ合 衆国 す る 資料収集 2 . 8 . 18 
第5 平打四洋位合！際天天文学学会連合出 アジア 2 . 7 . 11 

理学 部 教 授 赤羽 賢司 オーストラリア － 太7へし� 文 に 席及び
研 せ 2 7 . 21 

アメリカ合衆国， 2 . 7 16 
II 助教授 庄子 氷コア解析の 共 同 研究の ためデンマー ク 2 . 9 . 30 

第25 回高エネルギ一 物理 学園 2 . 7 31 
fl 教 授 平 山 実 シン カ。 ポー ル

際会議に出席 2. 8 9 
カナダー アメリカ 国際鉱床 学連合第8回シンポ 2 7 31 

fl fl 堀越 叡 合衆国 ジウムに 出席及び鉱床学の 研究 2 10 13 
宇宙プラズマに 関す る 共同研 2 7 10 

工 学 部 助教授 坂井 純一 i主 ぷ仁入I 王 国 究の ため 2 . 10 5 
フランス， スベイ 研究会議（物質と高圧力 ） 出 2 . 7 16 

教 養 部 教 授 神恒 知夫 ン 席及 び資料収集 2 8 6 

北方系針葉樹林 に 関す る 国際 2 7 . 13 
fl fl 小島 長l ソ ビエト連邦 シンポジウム 出席及び資料収集 2 7 3 1  

地域究共 同 リ サ ー チ ・
J
資左ト ラ 収官イアングル ・ 2 . 7 . 8 

i 石タ汗
-t ン 助教授 池野 i並 ア メリカ合衆国｜ノ設fーの悦ク察及．び 学米｜ 集共同研究施 2 7 17 

qu
 



平 成 2 年 8 月発行 �色ーー一

'00芭�

報 第319号

学位取得者

取 得 者

学位の種類

取得 年 月 日

学位論文名

助手 （ 工学部） 二 神 透
学 術博士 （ 金沢大学）

平 成 2 年 3 月 25 日

火災延焼 シ ミュ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム

による 都市防災計画 の 研究

取 得 者
学位の種類

取得 年 月 日

学位論文名

助手 （ 工学部） 丹 保 豊 和

工学博士 （ 大 阪大学）

平 成 2 年 4 月 26日

電子分光法によ る III 羽族層状半導体

の 化学結合 と 異種接合に お け る 界面形

成に関す る 研究

’』E
－言ロ 報

富山大学名誉教授 鰭川鍛作氏逝去

本学名誉教授時川柴作氏が， 平 成 2 年 8 月1 2 日 ， 肺

炎の た め逝去 さ れま し た 。 享 年83歳。

同氏は， 昭和 2 年 3 月 第十臨時教員養成所卒業後，

同 年 3月石川県立金沢 第 二高等女学校教諭兼岡 県立女

子師範学校教諭 に ， 同 7 年 9 月広島文理科大学化学科

副手に任命きれ， 昭和 9 年 4 月 北海道帝国大学理学部

化学科に進学， 同 1 2年 3 月 同 校 を 卒業。 周 年 日 本ベー

ク ラ イ ト 株式会社に入社， 同 2 1年 8 月 富 山 高等学校講

師， 同 22年 4月富山 師範学校講師， 同 年 6 月 富山 師範

学校教授， 同 26年 3 月 富 山 大学助教授， 同31 年 1 2 月間

教授 と な り ， 同47年 3 月停 年によ り 退官 さ れ ま し た。

この間， 同氏は40年余 り の 長 き にわ た り ， 教育 ・ 研

究に尽 力 さ れ， 特に専 門 の 化学 を 通じて 理科教育 の充

実に献身 さ れ， 優秀な 人材 を 育 成 し 教育界へ輩 出 さ れ

ま し た 。

同氏は， 「尿素樹脂成型粉の成分化合物の定量 と そ

の流れに関す る 研究」 を はじ め， 特に尿素樹脂初期反

応物の分析 を 通じて 同樹脂の 実用上の諸問題解決の絡

を 与え反応機構に新しい 見解 を 示 さ れ， 理科教育の現

代化につい て の研究 も さ れ， 多数の著 書 ・ 論文 を 発表

きれました。

又， 学 内 では附属図 書館教育学部分館長 （ 5 年 1 0 月），

評議員 （ 5 年 1 0 月九教 育 学 部 長 （ 2期） を 併任， 五

福地区集中計画 を 初 め と す る 大学 の 管理・運営並びに

戦後 の富山師範学校， 富山 大学教育学部理科教室の教

育施設 ・ 設備 の充実， 及 び教育学部， 附属学校園の改

築事業の遂行に貢献 さ れ ま し た。

学外では富山 県理科教育研究発 表 会の創 設 （ 昭和 33

年） ・降盛をも た ら し ， 同会理事長， 副会長， 参与を

歴任， 富山県理科教育振興会常任理事， 理事J 富山 県

理化学会顧問 と し て多 年にわ た り 理科 教育に多 大 な 貢

献 を な さ れ， 更に， 日 本理科教育学会本部理事， 同学

会副会長 及び高分子学会北陸支部理事， 支部長， 顧問

等 と し て 斯学会の運営 ・ 発展に貢献 さ れ ま し た 。

これらの功績によ り ， 昭和 47年 4 月富山 大学名誉教

授 の称号 を 授与きれ， 次いで， 同 53年 4 月 には勲三等

旭日中綬章 を 受 け ら れ ま し た。

ここに， 同氏の御功績 を 偲び顕彰す る と と も に， 御

冥福 を 祈 り ， 謹んで哀悼の意 を 表 し ま す。

- 14 -
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j肖 思
明暗

く新任者住所〉

教育学部

講 師
（ 経 済 学 ）

市 Jll 文 彦 植 村 7じ 費

助 手

（教育心理学）
寸I4Hい f去 千 春

JI I j頼 義 之

臨 時用務 員

（作業員 ）

j南 山 キ ク イ

人 文 学部

講 師
（文化構造論）

ιA」耳ヨ 井 王嵩 枝

工 学 部

講 師
（生体分子化学）

－g’
 
Jr「且仁 本 真 敏

人文学部・理学部

文部事務 官 長各川

（学 務 係 ）

美 憲

講 師
（基礎情報工学）

岡 音日 馨

工 学 部

教 授 中

（基礎情報工学）
山 岡リ

く住 所変更〉

名誉教授

桑 回 秋 * 

； （今年度の標語〉 「健康が好きだから」 I 
し一一一一一一一一一ー一一一ー一一一一一ー一一一一ー一一一一一一一一一一一一 j 

phu
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警郵働匂（ゅうパック）特集
ー ビス も ぐ ん ぐ ん 充実 し て き ま し た 。 今回は皆様に，

ゅ う パッ ク の お得 な 情報を紹介 し ます。

⑨全国翌日配達
ゅ う パッ ク は普通便 であ っ て も ， 高速自動車や航空

機 などを利用 し て， 国 内 ならほ と ん ど翌 日 ， ど ん な遠

方 で も 翌々 日 ま でに は 配達きれ ます。

⑨料金割引
同 時 に 1 0個以上送 る と 20%の料金割ヲ｜が受けられ

0個以上なら25%, 500 

の割引 が あ り ます。 も ち ろ ん ， あて先や重 さ が異な っ

て いて も か ま い ませ ん 。 その際， あて先一覧表を い っ

してくだ さ い 。

1 0 ～ 99個 20%割引

1 00個以上 25%割 引

500個以上 30%割引

t Ej5Z薗m;.i_[J�便小包）の料金

報 第319号

⑨あて名ラベル
ゅ う パッ ク は ， あ て名 ラベル を 使用 し ます。

普通小包， 簡易書留小包 は 青色 ラベル， 書留小包は

緑色の ラベルを 使用 し ます。 あて名ラベルを 使用すれ品

ば， 配達済みを 知らせてくれ る ハガキが届 き ます。 � 
⑨取扱注意小包 暢

こ われ も のや生鮮食品 な ど のデリケートな小包には

「こわれ も の」「 なま も の」の取扱活意シールを貼 る と ， f
から配達ま で責任を も っ て， て い ね いに取 り 扱 T

われ ます。

⑨小包追跡サービス
松江 中央郵便局へ電話て”照会すれば， ゅ う パッ ク の

配達状況を 教 え て も ら え ます。 その際， 「お 問 い合わ

せ小包番号」を申 し 出てくだ さ い。

⑨料金区分
6 段階の料金 区 分 で， さ らに地域別に区分 さ れて い

ます。

l I I～～～～～ 
～～ミ量

事l ｜あて地 2匂まで 4krtまで

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＋
で ｜ 加で I 1 Ok<t a:で i 12k11 a:で ｜！6krtま

'f I I第 1 対
J, I 普 通 小 包 ｜

t I I 第 2

帯

地

地

市内

その他

帯

帯� I I 第 3

書箱小 包
あて地 一一三量

ノ1、ニ白 国 均
カタログ小包

身体障害者用書 籍 小包（全国均一）

3krtまでのもの
盲人用点字小包

3krtを超えるもの

410円 530円

510円 670円

670円 830円

820円 980円

250 � まで 500 � まで

210円 260円

150円 180円

書籍小包料金の半額

書籍小包料金の半額

普通小包料金の半額

）円 1 110円 1 no円 I 830F9 It 65〔

）円 I 910円 I 990円 I 1.010円 I�83( 

990円 1,070円 1, 150円 1,230円

1, 140円 1,220円 1,300円 1,380円

1 k�まで 1.5k�まで 2k�まで 2.5k�まで 3k�まで

310円 360円 410円 460円 510円

250円 300円 350円 ＼＼＼ 

・地帯の区別は原則として，近距離は差出地から約50Qkm圏内， 中距離は約lOOQkm圏内， 遠距離は約lOOQkm以上の地域です。
図示すると次頁のと釘りになりますc

．「市内Jとは， 差し出しの郵便局の受持配達区域内． 東京23区内又は同一市町村内のみにおいて発着するものをいいます0
・身体障害者用書籍小包は， 定の図書館と身体に重度の障害のある者との問で発受されるものに限りますz

16 -
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料 金箱払は 上記金鉱i に 1 5円 が加 算 さ れ ま す 。

10個以上 ま と め て 差 し 出 し ま す と 20 % ～ 30%割 引 き れ ま す 。

1 例 で も 無 料で集荷 に 来 て い た だ け ま す 。

料 金 に は 消 費 税が含 ま れ て い ま す 。

平 成 2 年 8 月発行

’i
ηru
qu
A告

）
 
、王（

 

※ 印 は 也、切 （ 簡 易 書tW は 除 く ） と し た 場合 に 似 L
り こ の取扱 い が で き ま す 。 4 

※ I  代 金 引 換 傾 3 万 円 未満 は 普通 吸 い で も i長
れ ま す 。

＼＼＼ 内 モチ 料 金
2 kg ま で 3 1 0  

速 達
4 kg ま で 4 6 0  

包
1 2kg ま で‘ 5 7 0  

差E三主事 留 3 6 0  
自己 達 差 し 出 し の 際 260 
証 日月 差 し 出 し 後 3 6 0  
代金引 換 引換金額200万円 ま で 2 1 0  
引受時刻証明 2 6 0  
配達 目 指定 50 

』－

重 量 及 び取扱 い が同 じ も の を 同 時 に 5 千個 以上差 し 出 し た 場 ！

j ※ カ タ ロ グ l 包 l つ て
・ 重 量が 2 kg以下 。

＋ ・ 同 一差 出 人 か ら ，

j
合 。

； ・ 料 金 の お 支払 い は ， 料金後納 で翌 月 払 い o

'i' •J�I�週置包胸fJj曜講蝿富冨幸吉．i ・ 2 kg ま で（普通扱い ） の例 てやす 。

事ゑ

※ 

張 I

1 か 月 内 に 5 万個以上か つ 形状，

町 田置
匡到匿霊3
E到匿翻

益田面白白Y国同国国国国圏 同出向回国国国閉国 げ覇I� 図面

出月 個
間 数差 100 ～ 500 ～ 1 , 000 ～ 5 , 000 ～ 10 , 000f間

499f悶 999f回 4 ,  999flfij 9 ,  9991191 以 ヒ

害1J iJ I 率 2 5 % 3 0 %  3 2 % 3 3 % 3 4 % 

・ト耳甥；；�i!:r;�達者．
8 0 円袋型 小 （ 4 5 × 27 × 6 )'"' 8 0 円( 23 × 17 × 1 1 ） 【m箱 型 S

袋型 大 （ 43 × 32 × 16 ） けII 2 0 0 円箱 型 M ( 32 × 23 × 1 5 ）伺 1 1 0 円

箱 型 L ( 39 × 29 × 20 ）叩 1 5 0 円

1 7 一
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普通小包用 ラ ベル （青色）T 

お問い合わせ小包番号
3 1 - 2 5 4 0- 9 7 0 1 1  口口口口口

／／ ＼ 

＼ ／ 

日月

郵便料盆

� 
昂 名

鏑 要

お広君え （ 〉綴方
様

太
枠
内
に
強
く
お
書
き
く
だ
さ
い 。

・
ご
利
問
い
た
だ
き
ま
し
て、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

－
こ
の
ご
依
頼
主
箆
は
煩
害
賠
償
の
縞
求
を
す
る
と
き
そ
の

他
の
樋
合
巳
必
要
で
す
か
ら
大
切
に
ご
保
存
く
だ
さ
い．

な
お
寅
霊
昆
は
．
留
小
包
で
お
送
り
く
だ
さ
い．

－
お
問
い
合
わ
ゼ
は

お
近
く
の
郵
便
局
へ
お
願
い
し
ま
す．

様

｜ 普通 （A) 全国をまごころで結ぶ JP5/l?:J!J I 

書留 小包用 ラ ベル （緑色）司V

口口 l閉さ1I j 1 1 i－－－－－－－－τ－－－� �（； ___ ；日－
事デ阪ク TO I ；詰問

｜ 書留 、 ， 全国をま ごころで結ぶ JP5/ft:J!J . .  :.\ :· > ·I 
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識さきさ予言：%.忠治結将認S討議思議談話きる；�；�：§B：討会対話！？了針鼠対g?I議議議議お知 ら せ議員言語議総量誌誌誌�場議議議さ民警告鼠鼠鼠合d議右民、持持率急議誌認総富論議

（健康診断の実施 につ いて〉
次 の と お り 健康診断 を 実施 し ま す の で， 該 当職員 は 漏 れ な く 受診 き れ る よ う ， お知 ら せ し ま す 。

検 診 項 目 実 施 月 日 場 所 対 象 者
E問盟 10 月 1 5 日 （月） 40才 以上の職 員

肝 機 能 1 6 日 （火）

（� 0 T , G 士） 18 日 （木） 35オ以上の職員
総 コ レ ス テ ロ 19 日 （斜

循 環 器
10 月 22 日 （月） 保 健 管 理

（； 電 ：） 23 日 （火） セ ン タ ー 35オ 以上の職員25 日 （木）
26 日 伶）

t需 人 千i↓ 1 1 月 27 日 （刈 35オ以上の
( －（－ 円 ヵ、 ん ） 女 子 職 員

L 人事院が国会及び内閣に勧告 ゴ
人事院は ， 平成 2 年 8 月 7 日 （ 火 ） 閉会 と 内閣 に 対 し ， 国 家 公務 員 法 及 び一般職 の職 員 の給与等 に 関 す る 法律の規定

に 辺、っ き ， 一般職の職 員 の 給与 及 び週休 2 日 制 等 に つ い て 報告 及 び勧告 を 行 い ま し た 。 給与勧告の骨子は 次 の と お
り です 。

〈給 与 勧 告 の 骨 子 〉
勧告に 際 し て は ， 社 会経済情勢全般の動 向 を 踏 ま え つ つ， 民 間給与 と の均衡 を 図 る こ と を 基本 と し ， 広 〈 各 界か

ら 意 見聴取 を 行 う な ど 様 々 な 角 度 か ら 検討。
一 官 民 較 差

1 較 差 1 0 ,  728円 3 . 67% （ 内 訳 本較差 2 . 92 % 遡 及 改定分 0 .  76% ) 
昨年 8, 777円 3 . 1 1 %  

2 配 分 俸給 10 , 069円 諸 手 当 7 1 円 は ね か え り 分 588円 計 10 , 728円
( 3 . 45 % )  ( 0 . 02% ) ( 0 . 20% )  ( 3 . 67 % ) 

行政職 （ 一 ） ・ （ 二 ） 現行給与 291 , 949円 平均年齢 40 . 2歳
二 改定 の 内 容

l 初 任 給
人材陣保 の 必要性等 に か ん がみ， 相 当 程度 の俸給 月 額 の 改善 と と も に ， 所要の 初任給基 準 の 改正， こ れ に 伴

う 在職者調 整 を 実施

言式 験 初 任 給 基 準 ｛奉 高台 月 客 調 整手 当 甲 地 （ 東京， 大阪等 ）

現 イ丁 改 正 の場合
大学卒 I 種試験 行 （ ) 3 級 1 号 1 57 , 300 円 （ 現行 1 46 , 600円 ） 1 73 , 030円 （ 現行 1 6 1 , 260 円 ）

II II 干重試験 行（ 一 ） 2 級 l 号 2 級 2 号 I 1 43 ' lOO jIJ （ 現行1 26 , 3州 ） 1 157  4 問 （ 現行1 38 930 円 ）
高校卒 i III 種試験 II l 級 2 号 l 扱 3 号 1 1 7 , 300 円 （ 現行 1 06 , 600円 ） 129 守 030円 （ 現行 1 1 7 , 260円 ）

QJ
 
1pよ
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i奉 給 表

( 1） 配 ノlてj、
蒋年 層 に 特 に ：ilt .r.':i.

行 ｜｜ 引上率級＼ %パ｜ / 2 3 4 5 6 9 I i o  I 1 1  � 計
（一） • 1 7 . 2  4 . 2  3 . 5  3 . 4 3 . 3  3 . 2  I 3 . 2  3 . 2  I 3 . 2  I 3 . 2  3 . 9  

('.2) 各俸給表 の 改定 行政職 と の均衡 を 基 本 に 改定 （ 公安職， 若手研究 員 ， 大学教授， 肴護婦等 に 配慮 ）

指定職俸給表 4 . 9% （ 昨年 の 報告に お い て 言 及 し た 事情等 を 踏 ま え ， 当 面， 行政職 を 若干上回 る 科！支 の

改善）

3 手 当

( 1 ) 住 居 手 当 の 改定

ア 借家 ・ 借 間 居 住 者

基礎控 除 額 現行 ど お り

全 組 支 給 限度額
1 / 2  JJ日 算 限度制

イ 持家居住者一一現行 ど お り

9 . 500円 → 1 0 , 000円 （ 500 円 ）

1 1 , 500円 → 1 3 . 000円 （ 1 , 500円 ）

(2 )  医 師 の 初任給調張手当 （ 支 給 月 制 の 限度 ） の 改定

ア 医 （ 一 ） の 医 師

イ 医 （ ー ） 以 外 の 医 師 （ 医 系 教官 等 ）

(3 )  期 末 ・ 勤 勉 手 当 の 改定

年 間 支 給 割 合 5 . 1 月 分 → 5. 35 月 分

255 , 000 円 → 265 , 000円 ( 10 , 000円 ）

45 , 500円 → 47 , 000円 （ 1 , 500円 ）

ア 期 末 手 当 6 月 期 1 .  5 月 分 → 1 . 6 月 分 1 2 月 期 1 . 9 月 分 → 2 . 0 月 分
3 月 比IJ 0 . 5 月 分 → 0 . 55 月 分

（ 民 ｜白j の特別 給 の 立ー 給i'i!J 合 を 小数 第 2 位 ま で （ 0 . 05 月 ll 切 り ） 反 H央 さ せ る よ う 改定 ）

イ 新 た な 加 算11＼＇置 の 導 入

l-( tlJi の 特別給の 支給状i)l を 踏 ま え ， 係長級以」：の職民 に ， 職務段 階 等 に 応 じ ， l－ � 'Mf 'J;？：定の JHX!Mt t こ ｛本

給及 び こ れ に 対す る 調 務 手 当 の合計額の20% 以 内 の 椛i を 加 算

行 ｜ 級 I n ・ 10一一

（ー ） 十加 算 の 告 lj 合 （ % ） I 20 

4 そ の ｛也

9 ・ 8

1 5  

7 ・ 6

10 
5 ・ 4

r:: J 

通 勤 に よ る 災害 を 受 け た 者 に 対す る 給与一l： の取披 い を ， 公務上の 災 害 を 受 け た 場合 と 同 様 と す る よ う 改正

一 実 地 時 期

、 p: 成 2 年 4 月 1 日 た だ し 。 通 勤 災 害 を 受け た 者 の 取 扱 い に つ い て は ， 平 成 3 年 1 月 1 日

四 週休 2 日 制 ・ 休暇等

完全週休 2 日 制 の実現に 向 け て ， 試行未実施部 門 に つ い て も 早期 に 実胞す る た め， 所管 省庁 を は じ め 関 係 者 全

体 の 努 力 に よ る 具体的措置の 必要性 を 指摘

家庭生 活 の 充実や 心 身 の リ フ レ ッ シ ュ を 図 る た め ， 民 聞 の 普 及 状況 を 考 慮 し ， 3 日 の 夏 季休暇 を 新設

瓦 公務能率 の 増 jjf， 行政サ ー ビ ス の 向 上 等 の 必要性 を 指摘 し ， 併せ て 公務 員 倫理！の 高揚， 一体的 ・ 整合的 な 行政

運 営 の 必要性 に つ い て も 言 及

高 齢社 会 に 対応 し た 人事行政諸施策 の 策 定 に ！fiJ け て ， 広 く 人事行政全般 に わ た り 総合 的 な 検討 を 進め て い く た

め の調 査 ・ 研究 を 行 っ て し 、 く 旨 表 明
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クウエイ ト
イ ラ ク への渡航自 粛を．グ
中 東 地 減

こ の た び， 外務 省か ら ク ウ ェ イ ト ， イ ラ ク 及 び 中 東地域へ の 渡航 に つ い て ， 次 の と お り 情報が発 出 さ れ ま し た 。
つ い て は ， 下 記の 国へ の 渡航 は 情 勢が鎮静化す る ま で極 力 自 粛 又 は 一 時 的 に 延期 さ れ る よ う お 願 い し ま す 。

記
ク ウ ェ イ ト

イ ラ ク

ア ラ ブ首長国連邦

サ ウ デ ィ ア ラ ビ ア （ 東部州 ）
ノ 〈ノ 、 レ ーー ン

カ タ ー ル

平 成 2 年 8 月 2 日

ア ラ ブ首長国連邦 ・ パハ レ ー ン ・ カ タ ー ル へ

の渡航 を 予定 さ れ る 皆様 へ

ク ウ ェ イ ト への 渡航 を 予 定 さ れ る 皆様へ

2 日 未 明 イ ラ ク 箪が ク ウ ェ イ ト 領 内 に 侵攻 し ，

ク ウ ェ イ ト 市 内 で も 銃 ・ 砲声が聞か れ て い ま す 。

つ き ま し て は ， ク ウ ェ イ ト へ の 波航 は 情勢が鎮

静化す る ま で 自 粛 さ れ る よ う お 勧め し ま す 。

（ 本件 に 関す る 問合せ 先 ）

東 京都千代 田 区霞が関 2 - 2 - 1 

外務 省 領 事移住部邦 人 保 護 課 内

海外安全相談 セ ン タ ー

電話番号 ： （ 代 ） 580 - 33 1 1 （ 内 ） 2306

（ 直 ） 58 1 - 3749

平 成 2 年 8 月 9 日

2 日 未 明 イ ラ ク 箪 が ク ウ ェ イ ト に 侵攻 し て 以 来，

米軍 の サ ウ デ ィ ア ラ ビ ア 派遣 等 中 東情勢は 緊迫化

の 度合 を 深め て い ま す 。

つ い て は 情勢が鎮静化す る ま で， ア ラ ブ首長 国
連邦 ・ パハ レ ー ン ・ カ タ ー ルへの渡航 は 事態 の 推

移 を 見守 り つ つ ， 場合に よ っ て は 一 時 的 に 延 期 す

る こ と を お 勧め し ま す 。

イ ラ ク へ の渡航 を 予定 さ れ る 皆梯 へ

平 成 2 年 8 月 4 日

サ ウ デ ィ ア ラ ビ ア 東部州 への渡航 を 予定 さ れ

る 皆様 へ

現在， イ ラ ク ・ ク ウ ェ イ ト 聞 の紛争に よ り ， イ

ラ ク 国 内 の 空港 は ， 8 月 2 日 か ら 全 面 閉 鎖 と な っ

て お り ， 2 '  3 日 で解除 さ れ る と い う 情報 も あ り

ま す が， 確 認 は で き て お り ま せ ん。

つ き ま し て は ， イ ラ ク へ旅行 を 子定 さ れ て い る

方 は ， 引 き 続 き 情勢 に 注意す る と と も に 当 面波航

を 自 粛 さ れ る よ う お 勧め し ま す 。

平 成 2 年 8 月 9 日

2 日 未 明 イ ラ ク 箪 が ク ウ ェ イ ト に 侵攻 し て 以 来，

米軍のサ ウ デ ィ ア ラ ビ ア 派遣等 中 東情勢は 緊迫化

の 度合 を 深め て い ま す 。

つ い て は ， 情勢が鎮静化 す る ま で不要不急の 方

の サ ウ デ ィ ア ラ ビ ア 東部州への渡航 は 自 粛 さ れ る

よ う お 勧め し ま す 。
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。今後の省 エ ネ ル ギ 一対策 に一層の協力 を ／
第 2 次石油 危 機以 来， 省エ ネ ル ギー に つ い て は こ と

あ る ご と に 叫ばれ て き ま し た が， こ の 夏 は 久 し 振 り の

猛暑 に 加 え ， イ ラ ク を め ぐ る 事件 も あ り ， 政府 省 エ ネ

ル ギー ・ 省 資源対策推進会議 に お い て ， こ れ ま で以上

に エ ネ ル ギー の効率的 利 用 ， 消 費 節 約 を 実施す る こ と

が決定 さ れ ま し た 。 そ れ を 受 け て ， 本 学 内 に お い て も

次 の こ と を 念頭 に ， 省 エ ネ ル ギー を 心が け て ゆ き ま し

ょ っ 。
1 .  冷房温度 を 概ね28℃ と す る 。
2 . 消 灯 を 励行す る 。

3 .  ガ ス ， 水道の 節 約 に 努め る 。

4 .  マ イ カ ー の 経済運転 及 び大量輸送機関 の 利 用 を

心がけ る 。

主 要 行 事

本 部

7 月 l 日 第42 回 北陸地 区 国 立 大学体育大会

（ 於 ： 富 山 医科薬科大学 ）

3 日 人事関係事項説明 聴取 （ 於 ： 文部 省 ）

物品管理専 門 部 会

平 成 2 年度北陸コ 県 大学学生芸術交歓会運

営委員 会 （ 於 ： 金沢大 学 ）
3 ～ 4 日 平 成 2 年度留学生交流研究協議会

（ 於 ： 豊橋市 民文化会館 ）
4 日 全 国 公務 員 レ ク リ エ ー シ ョ ン 共 同 行事富 山

地 区 運営委員 会常任委員 会

（ 於 ： 富 山 行政観察事務所 ）
6 日 黒 田 講堂使用 に 係 る 事務 処理説明会

7 日 平 成 2 年度富 山大学温窓会定期総会

（ 於 ： 職 員 会 館 ）

7 ～ 8 日 第42 回 北陸地 区 国 立大学体育大会

（ 於 ： 富 山 医科薬科大学 ）
9 日 第 3 回学寮補導委 員 会

1 1 ～ 1 2 日 平 成 3 年度概算要求 説明 （ 於 ： 文部 省 ）
1 2 日 平成 2 年度 第 1 回 黒 田 講堂運営委 員 会
1 3 日 平 成 2 年 度 第 1 回廃 液処理施設運営委員 会

第 2 国 国 際交流委員 会留学生部会
16 日 平成 2 年度組替 え D N A 安全委 員 会

第78 回 構 内 交通対策委員 会
17 日 庶務部課長会議
19 日 学 内 予算配分 に 係 る 事前説明会

1 9 日 第 4 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 4 回 入学者

選抜方法研究委 員 会 の 合 同 委 員 会

20 日 第 5 回評議会

第 2 回 国 際交流委員 会
27 日 第 3 回 会計係長会議

3 1 日 平 成 2 年 度 富 山 大学説明会

人 文 学 部

7 月 3 日 係長会議

2 年次学生 コ ー ス 別 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

4 日 学部予算委員 会

人文科学研究科教務 等検討委員 会

2 年 次学生 コ ー ス 別 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

1 0 日 事務協議会
1 1 日 教授会

人事教授 会

人文科学研究科委員 会

入学者選抜方法検討委員 会

真率会 レ ク リ エ ー シ ョ ン

12 日 授業終了
1 6 日 学部施設委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
1 7 日 係長会議

ハhu円L



平 成 2 年 8 月発行 サ高.... ー. 報 第319号

1 1 日 各種委員 選考委員 会
学 経済学部長候補者選挙選挙管理委 員 会

17 日 日 本 海経済研究所運営委 員 会
7 月 4 日 学部教務委員 会 授業終了

人事教授会 25 日 学部 入学方法検討委員 会
5 日 附属幼稚園教育研究会 学部教務委員 会
6 日 情報教育課程運営委員 会 26 日 財務委 員 会
10 日 情報教育課程運営委員 会 係長会議

1 1 日 学部予算委員 会 30 日 人事教授会

教授会 教授会

人事教授会

12 日 学部 入学者選抜方 法検討委員 会
17 日 生 活科教科検討専 門 委 員 会 ｜ 理 品ーチ崎 部

附属幼稚 園 第 l 学期終業式

18 日 情報教育課程運営委員 会 7 月 3 日 係長会議

附属小学校第 1 学期終業式 9 日 ガ ラ ス 工作室運営委員 会

19 日 学部 入学者選抜方法検討 委 員 会 学部入試改善委員 会

学部 カ リ キ ュ ラ ム 委員 会 1 0 日 事務連絡会

20 日 附属 中 学校 第 1 学期終業式 1 1 日 教授会

附属養護学校 第 1 学期終業式 理学研究科委員 会

21 日 大学 院設置準備検討委員 会 人事教授会

23 日 学部予算委員 会 真率会 レ ク リ エ ー シ ョ ン

24 日 学部将来計画委員 会 12 日 授業終了

学部補導委員 会 17 日 ガラ ス 工作室運営委員 会

学部 入学者選抜方法検討委 員 会 係長会議

25 日 学部教務 ・ 補導合同 委 員 会 19 日 学部教務委員 会

学部 カ リ キ ェ ラ ム 委員 会 24 日 学科主任会議

学部教務 ・ カ リ キ ュ ラ ム 合 同 委 員 会 31 日 大学説 明 会

学部教務委員 会

教授会

人事教授会 エ 品号砧ー

7 月 2 日 学部 入学試験検討委員 会
経 済 A十..... 

係長連絡会

4 日 工学部編 入学試験

7 月 2 日 学部将 来構想検討委 員 会 6 日 学部概要編集委員 会

3 日 教授会 （ 臨 時 ） 1 0 日 工学部温交会役員 会

4 日 学部入学方法検討委員 会 1 1 日 学部安全委員 会 （ 準備会 ）

経済学部長候補者選挙選挙管理委 員 会 16 日 学部概要編集委員 会

5 日 学部図書委員 会 （ 持 ち 回 り ） 学部紀要委 員 会

10 日 夜 間 主 コ ー ス 運営委員 会 北陸信 越工業教育協会富 山 県 支部幹事会

係 長 会議 17 日 教授会

1 1 日 学部教務委員 会 工学研究科委員 会

教授会 専任教授会
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平 成 2 年 8 月 発行 学

19 日 北 陸信 越工業教育協 会 富 山 県 支部総会 及 び

講演会 （ 於 ： イ ン テ ッ ク 大 山 研修セ ン タ ー ）
20 日 工学教育 を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム

（ 於 ： 金 沢大学工学部）

工学部編 入学試験合格者 発 表

23 日 学部補導委員 会

25 日 学部概要編集委 員 会

2 5 ～ 26 日 日 本工業教育協会 第38回年次大会

（ 於 ： 大 阪 ガー デ ン パ レ ス ）
30 日 工学部温交会 レ ク リ エ ー シ ョ ン

31 日 大学説明 会

7 月 3 日 特昇 そ の他給与 に 関す る 委員 会

4 日 視聴覚教育委員 会
1 2 日 c L 教室運営委員 会
1 8 日 将 来計画委員会

夏季休業 （ ～ 8 月 31 日 ま で ）
夜 間 主 コ ー ス 夏季休業 （ ～ 8 月 31 日 ま で ）

25 日 教務委員 会
27 日 予算委員 会

31 日 教授会

附 属 図 書 館

7 月 1 3 日 北陸地区 国立 大学附属 図 書館 シ ス テ ム 化担

当 者打合せ会 （ 於 ： 金沢大学附属 図 書館 ）
1 6 ～ 20 日 平 成 2 年 度 目 録 シ ス テ ム 講 習 会 （ 地域講習

会） （ 於 ： 金沢大学附属 図 書館， 富 山 大学

附属 図 書館 ）

17 日 係長事務 打合せ会

24 日 平 成 2 年度 第 3 回 附属 図 書館商議会
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水素同位体機能研究セ ン タ ー

7 月 24 日 平 成 2 年度 第 l 回水素同位体機能研究セ ン

タ ー運営委 員 会

地域共同研究セ ン タ ー

7 月 2 日 地域共同研究セ ン タ ー運営委 員 会
1 3 ～ 14 日 産学官交 流 T O Y A M A テ ク ノ フ ォ ー ラ ム

’90 （ 於 ： 立 山 国際 ホ テ ル ）

18 日 先端企業見学会

21 日 大学院生教育講座

26 日 龍 谷大学関係者視察

｜ 保健管理セ ン タ ー ｜
7 月 4 日 耳鼻科健康相談

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課

富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社

富 山 市住吉町 1 丁 目 5- 1 8

電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附


